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令和３年第３回杵築市議会定例会に提出いたしました追加議案等に

ついて、提案理由の説明を申し上げます。 
 
はじめに、議案第８４号 令和３年度杵築市一般会計補正予算（第

６号）について、説明を申し上げます。 
今回の補正は、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金」の追加交付に基づく事業と、８月１１日から１９日にかけ秋雨前

線が停滞したことによる大雨により被災した公共土木施設を早急に復

旧する事業について、総務費、衛生費、農林水産業費、商工費、教育

費、災害復旧費を補正するもので、補正額を１億２，９８２万４千円

の増額とし、補正後の予算の総額を１８０億９，７８８万４千円とい

たしました。 
補正の概要を、歳出から款を追って、説明を申し上げます。 
まず、総務費では、地域公共交通の安定的な運行及び市民の日常的

な移動手段を確保するため、バス・タクシーの事業者に対する支援に

要する経費１，２１０万円を計上しました。 
次に、衛生費では、新型コロナウイルスワクチン接種に係る協力金

の決算見込みにより３５０万円を減額しました。 
次に、農林水産業費及び商工費では、事業継続や雇用維持を図るた

め、時短営業や外出自粛等の影響により売上げが減少した事業者に対

し、大分県事業継続支援金の実施にあわせ、当該支援金の対象外とな

る事業者を助成するため、市独自の支援金を給付する農林水産業者エ

ール給付金１，０２５万円と商工業者エール給付金２，８００万円を

計上しました。 
次に、教育費では、新型コロナウイルス感染症の影響で小学校が９

月に予定していた修学旅行を延期したことによるキャンセル料１３万

７千円を計上しました。 
次に、災害復旧費では、道路１４件、河川７件の災害復旧工事費と
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査定設計書作成業務、風倒木等除去、重機及び機械器具レンタル料等

に係る経費９，０２２万５千円を計上しました。 
以上、歳出について申し上げましたが、その財源は、国庫支出金、

地方債、繰越金であります。 
 
次に、議案第８５号  令和３年度杵築市ケーブルテレビ事業特別会

計補正予算（第２号）について、説明を申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、移動の自粛が求め

られている中、衆楽観の演劇を毎日放送し、自宅での娯楽を提供する

ために要する経費４００万円を計上しました。 
 

次に、議案第８６号 教育委員会の委員の任命につき同意を求める

ことについては、本市教育委員の桑原
くわばら

奈津子
な つ こ

氏が令和３年１１月１７

日をもって任期満了となるため、後任として阿部
あ べ

知
ち

香
か

氏を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定

により、議会の同意を求めるものです。 
 

次に、議案第８７号 公平委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについては、本市公平委員の吉田
よ し だ

邦
くに

昭
あき

氏が令和３年１２月１５日

をもって任期満了となるため、同氏を再任したいので、地方公務員法

第９条の２第２項の規定により、議会の同意を求めるものです。 
 
次に、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める

ことについては、本市人権擁護委員の工藤
く ど う

まり子
こ

氏が令和３年１２月

３１日をもって任期満了となるため、同氏を再度推薦したいので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるもので

す。 
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次に、諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める

ことについては、本市人権擁護委員の生地
い く じ

八榮
や え

氏が令和３年１２月３

１日をもって任期満了となるため、後任として池永
いけなが

路子
み ち こ

氏を候補者と

して推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議

会の意見を求めるものです。 
 
次に、報告第２２号 専決処分の報告については、本市消防団員が

緊急出動時に被った物損事故について、地方自治法第１８０条第１項

の規定により専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により議

会に報告するものです。 
 
何とぞ、よろしくお願い申し上げます。 
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